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（６）有資格者等の選任・配置 

 

指針 10．有資格者等の選任・配置 

事業者において、当該事業等の遂行に際し法又は法に基づく規則により有資格者等の選任が必要

となる場合、その職務が適切に遂行できるよう配置されているか、又は配置される方針が適切に示さ

れていること。 

【解説】 

「有資格者等」とは、原子炉主任技術者免状若しくは核燃料取扱主任者免状を有する者又は運転責

任者として基準に適合した者をいう。 

 

 

10. 有資格者の選任・配置 

大洗研究所（南地区）では、法令等に基づき、高速実験炉原子炉施設に原子炉主任技術者を配置

している。また、原子炉主任技術者が不在時においても職務に支障がないように、原子炉主任技術

者の免状を有する技術者から代行者を 1名配置している。 

また、原子炉施設保安規定において、運転要員の確保について、以下としている。 

・原子炉運転中は１直６名以上の運転要員を確保し、中央制御室に当直長又は副当直長のほか、

運転員として１年以上の経験を有している運転員を１名以上配置する。 

・原子炉停止中においては、１直４名以上の運転要員を確保し、運転員として１年以上の経験

を有している運転員を最低１名中央制御室に配置する。 

なお、当直長及び副当直長の任命に係る要件は、以下のとおりである。 

・副当直長は、「常陽」の運転員として１年以上の経験を有している者又はこれと同等以上の

経験を有すると認められる者の中から理事長が任命する。 

・当直長は、「常陽」の副当直長を１年以上経験している者又はこれと同等以上の経験を有す

ると認められる者の中から理事長が任命する。 
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